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⼤大塚商会とは?�
まずはじめに・・・・�
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ICTの導⼊入と活⽤用で企業の課題解決を⽀支援�

データセンター・クラ
ウドビジネスを保守・
サポートとして展開し
ている�
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システムインテグレーターとしての準備�

•  事業継続リスクのヘッジ�
•  新規開拓拓・創造への期待�
•  お客様のビジネス拡⼤大�
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ビジネス継続のためにはIPv6は必要!！�
•  IPv6対応の最⼤大のモチベーション�
∴経営層と現場層の⾒見見解がぴったしハマった。�
 　トップダウンとボトムアップの両軸が同じ⽅方向に回転�

•  お客様に提案・提供・サポートしていくために、⾃自社がIPv6に対
応するのは必然（社内システム、データセンター）�

l  IPv6化委員会を発⾜足（2010年年）�
v  経営層が座⻑⾧長となり即時意思決定�
v  組織横断�
v  関係組織の進捗を毎⽉月追う�
v  市場動向分析・報告�
v  必要投資分析と効果測定�
v  エンジニア育成とカリキュラムの策定�
v  IPv6ラボの開設�
v  フェアでの訴求活動�

2012年年中にIPv6対応基盤を整備し、事業拡⼤大に備える�



Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. IPv6 Summit in MATSUYAMA 2014 5 

IPv6化委員会（ビジネス展開の事業準備）�

情報システム部⾨門� データセンター部⾨門� サービス・サポート�販促�

IPv6（道具）化をゴール
にしない。IPv6で実現す
る事をゴールにした。顧
客ニーズは問題視しない
（無い事は解っている）。�取締役常務執行役員�

IPv6化委員会	

部⾨門責任者�
実務責任者・リーダ�

全社展開する施策を
打ち出し、実践する
ための、実働⽬目的の
組織体制を組んだ。�

Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. � 


��	���������

�  K>,902*S�������:�%����:�����K�E ei
;)Im�JLIm)f#��

�  OP�	� R?`M A)qj���n��JQ\k�oH\)p�
=)X����'�

�  R?" _cgI C��<D�%R?�31.�09-��gI
�'�$ _cG)<Dh�lW�

�  R]��
��F��!�+947_c�%*58.�/69_c" 
@^�b���&�YdT[V[�ZUa�(��'BN�

'�� 	�.�� ���
=>?;��'��
X��3�Y� 169<��

X7���Y� �0X=>?9JPUME�!E/�A�"Y@=>?;E��&4A�%��A�
�)E
H,G�

=>?;�('��
X�53�Y� EF9;9��

X:���Y� *6�Z=>?;�(-A*7�ZLWR�(-A*8�ZLWR2+-�
*9�Z=>?;QNOVWK-A*:�Z=>?;��-A �

=>?;��'�� TS#�I$BD�5�CE� '��

Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. � 

����	�����������������
�

MGlkN�ZR�PJ�����
'�6*�'9�0��

f_[eS�
����������t��

$A)1!�bD��
QV����

���3#4#�ZR�
/�,+A,���
'�6*ZR�

EK(*.:��
���R�

�UO(*.:Hh��

!8>&�(<A��
Tc`d�

"A7=Vp��
Tc`d�

/�,+A,�Ir]�
Tc`d�

x  �aCJ����2-0@�%w��j\�
y  �'�5�2-0@�%Vp�Tc`d�����j\�
z  ������!?7 ;�?t��!8>&�(<A`d�����j\�
{  �WL��	j\in�WL
��s'�6*��^F�������j\�

gX������`dom�YBvP�qXu��

����!���� ���!���"��

Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. �� 

����	����
���������

��$���-(5@���
 � � ��
��$���-(5@���
%����2<9A.:? ��
��$����$��-��$����$�5;?/>A3B���!#"C�

-(5�5;?/>A3%� �1*9<4'@���	���
876=A3A��$�2<9A.:? � ��

+)&,1/���=A3A����.<A0� 

������	
�
���������



Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. IPv6 Summit in MATSUYAMA 2014 6 

運⽤用・サポートナレッジの蓄積�
•  IPv6に関して、実運⽤用に関しての課題は少ない�
•  （IPv4とかわらない）�
•  トラフィックが少ない事に起因しているとも⾔言える�
•  サービス側⾯面では、SPAMやレピュテーション等の課題が今後⾒見見えてくるは
ず�

•  ログ分析やIPアドレス管理理の仕組みやツールが必要だが、まだ早急性を感じ
てはいない（IPアドレス数は増えるが、ノード数がIPv6だから増える訳では
ない）�

•  ⼀一番の課題は、ニーズが無い中で訴求せねばならない⽭矛盾の解決�
•  当社DCでは、新たなサービス・事業モデルの開発を始めている�

•  サポートナレッジの蓄積は今後�
•  ラボだけではすべてのユースケースを押さえられない�
•  コールセンターで、デュアルスタックのサポートも今は難しい�

ü  Internet黎黎明期に戻りたくない（繋がる、繋がらない、名前解決・・）�
ü  IPスタックの問題でコールセンターが利利⽤用されない仕組みづくり�

•  電話サポートでのIPアドレス伝達はむり・・・�
ü  2001:db8::beef:cafe・・・・・絶対伝えられない・・�
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事業展開の開始�

社内への訴求・啓蒙、システムの対応、検証環境整備、エンジニア育成�
・・・・サービス開発へ!！�
IPv6を全⾯面に出すビジネス�
IPv6を⾒見見せないビジネス（これが今の課題）�
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Sierとしての商材整備（物販）�

•  商材として揃えないわけにはいかないが・・・�
•  今枯渇で困っている⼈人はほとんどいないので、ポンポン売れるものではない�

•  IPv6ビジネス≒IPv4枯渇対応ビジネス・・ではないはず�
ü  物販ビジネスは、IPv4でもIPv6特別な差はない（同じように継続）�
ü  SIerは、IPv4/IPv6デュアルスタック製品を、⾔言われなくても提案・提供するのが
『当たり前』に（機能・仕様差は必ず押さえて提⽰示）。�
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サービスとしてのインフラ提供�

•  キャリアさんを含め、同種のサービスは多く存在�
•  将来に渡るメリットではないだろう�
•  IPv4overIPv6だから、結局は、IPv4を効率率率よく通信させるための商材�
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何かが違う・・・・�

•  この2つのビジネスモデルは、IPv6を顧客に意識識させてしまう�
•  これまでの延⻑⾧長線上では、利利⽤用者メリットとIPv6はリンクしない�
•  顧客は「IPv6をください」とは⾔言わない�
•  顧客に「IPv6」を意識識させてはダメ（サポートが⽴立立ち⾏行行かない）�
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最近のトピック（IPv6の割り当てを当たり前に）�
•  Windows  Xp,  Windows2003のサポート終了了�
–  当社もお客様の⼊入れ替え需要に際し、頑張らせていただきました�
–  Xp,  2003の⼊入れ替えは、単なるOSのサポート終了了・・・ではないです�
–  企業のサーバ・クライアント環境でIPv4/IPv6デュアルスタック
（Win7,  Win8）が標準になったことを意味します（⾔言い過ぎかも）�

–  MFP(プリンタ複合機)も既にデュアルスタックの準備が完了了しています�
•  ビジネスを考える上で、IPv4をなくす必要性はない�
•  ビジネスを考える上で、IPv6を強要する必要はない�
•  ビジネスを考える上で、IPv6のニーズを求める必要はない�
–  IPv4を求められる事が無いのと同様・・・�
–  「IPv4をください」???、⾔言われたことが有りませんので、IPv6も⾔言わ
れる必要はないのでは？�

–  IPv6も求められる・求められない関係なく、通信の標準としてスタン
ダードに割り当ててしまう�

–  そうすると、IPv6という道具の話はおしまいで、IPv6が顧客のそこに
ある前提のビジネスを考えることができる�
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サービス＆サポートのためのIPv6という視点�
•  IoT,  M2M,  BEMSなど、IPv6の広⼤大なアドレス空間への期待があ
る中で・・・�

•  その実現のインフラ技術としてIPv6が着⽬目�
•  でも、顧客の本業はこの実現ではない�
–  IT環境の実現に顧客が苦労していたのでは、本末転倒�
–  そもそも、中⼩小のお客様にはIT管理理担当者が存在しない�

•  ⽇日本の中⼩小企業様は430万社（全体の99.7％）�
–  近くにSIerがいない、地⽅方のお客様はもっと⼤大変�

•  当社も四国での貢献が全くできていないのが実情・・・m(_̲  _̲)m�
•  技術的な実現と同時に、SIerとして顧客の本業を⽀支援・サポート
していくインフラ�
–  万⼈人にとってネットワークが必需になるが、万⼈人がネットワークに精通
していない前提に⽴立立って、�

–  IPv6で『万⼈人を⽀支援するためのビジネスインフラ』にしていく視点も
必要�



Copyright©2014 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved. IPv6 Summit in MATSUYAMA 2014 13 

IPv6,  それぞれの事業モデルを伸ばすために�
•  ビジネスの拡⼤大や創出という視点で⾒見見た時、当社の事業モデル
強化の⽅方向性を画策中�

•  SIerとして、サービス＆サポート事業者として�

顧客A社�
2001:db8:1:100::/56�

顧客B社�
2001:db8:1:200::/56�

顧客C社�
2001:db8:1:300::/56�

Any  Cloud�

the  
Internet�•  ⾃自社プレフィックスを割り当

てて、ユニークな顧客管理理ID
にできないか・・・�

•  名前解決も多⾔言語で⾏行行えば、
サポートしやすい？�

•  192.168が残っている間は、
xLAT等で頑張る�

IT管理理部⾨門をサービス提供する事業をモデル化（BPOの延⻑⾧長）�
•  リモート管理理�
•  障害調査�
•  導⼊入・サポート�
•  顧客のサテライト・オフィス�
PCからMFPまで全デバイスを⾒見見る・・・IPv6は⼀一つの実現解？�

他社クラウドとの
フェデレーション
やSIも今後のビジ
ネスモデルだろう�
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IPV6ならできるビジネスモデルを
継続して検討してゆきます�

•  当社内でも2010年年からこれまで、新たなサービスや事業モデルの企
画開発を何度度もボツりながら繰り返しています�

•  まだまだこれからですが・・・�
•  少なくとも、IPv4アドレスを買い⼊入れる予定は無いので、近いうちに
当社も割り当て限界が来ます�
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ご清聴ありがとうございました。�


